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車座集会「みんなの尼活皆議」

～小田地区にお住まいのみなさまと～

令和6年10月

尼崎市



● まちを支える各主体の課題やニーズの把握に努め、
積極的に情報共有や意見交換を図ることで、
それぞれの主体が持つ支援力と相互の連携を強め、
より効果的な施策展開（まちづくり）へと繋げていく。

車座集会の役割（より良いまちづくりに向けて）
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市民・地域・行政が一体となって進めるまちづくり

自助
（市民力）

共助
（地域力）

公助
（行政力）

車座
集会

■共助（地域力）
→ 「自助」では解決できないような地域課題の解決に向け、

多様な主体が連携・協力すること

■公助（行政力）
→ 市民や事業者が安心して安全な生活を送るため、

インフラ施設の整備などの行政サービスを、市の責任に

おいて行うこと

■自助（市民力）
→ 市民一人ひとりが、自分で出来ることは自分で行うこと

車座集会の役割まちが持つ力

各主体が持つ力を支え、大きくしていくことが、

よりよいまちづくりへと繋がる！！



あまがさきの概要

（現在の市内用途地域割合）

・ 工業地域：36.6％

・ 住居地域：57.6%

・ 商業地域： 5.8％

・ 名神高速道路や国道43号といった広域的な基幹交通網により、
都市間相互の物流機能が向上

一方で…
財政面の悪化や公害問題など、さまざまな弊害への対応が必要となった

産業都市として発展

人口集中や産業の隆盛による都市化が急速に進展

・ 高度経済成長期における工業生産の拡大に加え、人口急増への
対策として、土地区画整理事業により宅地の供給や都市基盤の
整備を重点的に実施

基幹交通網が発達し物流機能が向上

コンパクトな市域における産業機能・
都市機能の集積が大きな強み
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市の財政状況の改善

20年にわたる行財政改革
平成15～19年度 尼崎市経営再建プログラム

平成20～24年度 “あまがさき”行財政構造改革推進プラン

平成25～令和４年度
あまがさき「未来へつなぐ」プロジェクト
～持続可能な行財政基盤の確立に向けて～

令和５～14年度
財政運営方針
（尼崎市財政運営基本条例策定 【令和４年度】）

【主な取組】

 人件費の抑制

 外郭団体の整理・統合

 公共施設の再配置・整理統合

 協働の仕組みづくり など
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目標管理対象将来負担の推移（億円）
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これらの取組を通して、

 当初予算編成時における収支不足額は改善  借入金（市債等）残高は着実に減少
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環境課題への対応

良好な環境の確保に向けた取組

・ これまでの環境への負荷を低減するという視点だけで
なく、どのような資源・エネルギーをどのように消費して
いくかという視点からも取組を推進

・ 環境・資源には限りがあることを前提に、市民、事業者
、市が互いに協力し、私たち一人ひとりの意識・行動を
変えていくことで、環境と調和したまちの実現を目指す

 平成24年度に「環境モデル都市」に選定
・ 低炭素社会の実現に向け高い目標を掲げて先駆的な
取組にチャレンジしている都市として選定

 令和６年度から「環境基本計画」を推進

 令和３年度には「気候非常事態行動宣言」を表明
・ 2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロとする脱炭素社会
を実現するため、日々の行動を変えていくことを宣言

ECO未来都市・尼崎 宣言

尼崎版グリーンニューディール

など
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尼崎市自治のまちづくり条例の制定

▶市制施行100周年となる平成28年に制定

「自治のまちづくりは次に掲げる基本理念に基づき、たゆみなく推進されなければならない。」ことを条例に定めました。

• （行政は）まちづくりに関する情報を共有すること。

• （市民は）まちづくりについて、知り、学び、及び関心を持つことにより、シチズンシップを高め、積極的にまちづくりに参画すること。

• 協働の取組によって、一の主体だけでは解決することができない課題を解決することができるなどの相乗効果を発揮すること。

• 対話を重ねること及び合意に向けて努力を積み重ねることを、まちづくりへの参画及び協働によるまちづくりの基本とすること。

自治のまちづくり条例読本

 各地域に生涯学習プラザを設置

 1小学校区に1人の地域担当職員を配置

 全地域にプラットフォーム（地域課題を共有し、解決に向けて学ぶ場）が設置

まちにかかわるすべての人が、ともに学び、考え、お互いの力を出し合う自治のまちづくりを
推進することで、まちへの愛着を深め、魅力あふれるまちを目指します

自治のまちづくりの推進
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阪急武庫之荘駅前の様子

市内全駅駅前の放置自転車台数（台）

（年度）

・ 包括的な放置自転車対策により放置自転車
台数が大幅に改善

・ ひったくりや自転車盗難などの街頭犯罪抑止に
取り組んだ結果、刑法犯認知件数が大きく改善

資料：尼崎市
資料：尼崎市

減少

57.2約
%

刑法犯認知件数が

10年間で

刑法犯認知件数の推移（件）

（年）

ひったくり撲滅
宣言

自転車盗難
対策開始

詐欺
対策開始

資料：（左図）尼崎市ホームページ「犯罪の状況」（データ典拠：兵庫県警察「犯罪統計書」）
（https://www.city.amagasaki.hyogo.jp/kurashi/ansin/bouhan/1019610.html）

（右図）尼崎市土木部 放置自転車対策担当 資料

まちの治安向上とイメージ改善 ①

刑法犯認知件数と駅前の放置自転車台数の激減
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 平成30年６月に「尼崎市たばこ対策推進条例」を制定

まちの治安向上とイメージ改善 ②

市内全域で歩きたばこを禁止し、
ごみのポイ捨てのない美しいまちを目指して

（条例に定めた内容）
・ たばこ対策に関する啓発
・ 禁煙の支援
・ 受動喫煙の防止
・ 路上喫煙禁止区域の指定及び区域内での喫煙禁止
・ 歩きたばこの禁止 等

健康的にかつ安全で快適に暮らし、
過ごすことができる地域社会の実現

まちの美観を損ねるごみのポイ捨て防止に向けた
取組として、市民・事業者・行政が協働し、夏季の
夕方に清掃活動とポイ捨て防止などマナー向上啓発
キャンペーンを実施

 Goodマナー＆クリーンキャンペーンなどの実施

クリーン
運動

まちの
美化

シビック
プライド
の醸成

まちの
魅力向上

8



 戦略的な情報発信に加え、エリアごとの魅力や尼崎の魅力を発信
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尼崎市のイメージが良くなったと回答した市民の割合（％）

（年度）

良くなった

60％超え

「尼崎市のイメージが良くなった」と回答した市民の割合が

初めて６割を超える！（令和４年度）

まちのイメージは着実に改善

まちの治安向上とイメージ改善 ③
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住宅供給などにより、

社会増（転入者＞転出者）の状態が継続傾向

H28-R2まで５年連続

R4・R5の２年連続

R5は
約1,800人の

社会増

H30年に、「本当に住みやすい

大賞in関西」で１位になるなど

「選ばれるまち」へ

(人)

社会増の傾向が継続

(年)

尼崎市の人口動態
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■３つの負担軽減
子ども・子育てに伴う

「経済的負担」「時間的負担」「心理的負担」の

軽減を目指す

■３年間で40のアクションに50億円の投資
令和６年度から令和８年度の３か年にわたり、

子ども・子育て分野40の項目に総額50億円の

集中投資を行う

経済的負担

時間的負担 心理的負担

保育料

医療費

児童ホーム利用料

児童ホーム待機児童

煩雑な手続

病児保育

保育所待機児童

家計の圧迫

一時預かり

職場の無理解

子どもの健康・発達

給食費

漠然とした不安

いじめ

子育てのいらいら

妊婦健診 出産費用

制服代

産後ケア

不登校

塾・習い事

「子ども・子育てアクションプラン」の推進

さらなるまちの魅力向上に向けて ①

 「働く」も「子育て」も応援するまちをコンセプトに、
子育てに係る支援と環境の充実を図る
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共働き世帯等の推移（全国）

専業主婦世帯 共働き世帯

全国的に
共働き世帯等は
大きく増加
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 子育て世帯の定住・転入に向けた、良好な住環境を形成する施策を展開

敷地・延床100㎡以上の良好な住宅（イメージ）

• ファミリー世帯の住宅取得支援（兵庫県と連携）

• 一定規模以上の土地利用における良質な住宅地の誘導

① 民間住宅の誘導

• 子育て世帯に向けた市営住宅の効果的な活用

• 市営住宅等の建替えで創出した余剰地に質の高い住宅を誘導

② 公共用地の有効活用

③ 空き家対策の推進

今後３年間で

６億円の

集中投資

「住宅施策パッケージ」の推進

さらなるまちの魅力向上に向けて ②
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まちのエリアブランディング（投資的事業）の推進

さらなるまちの魅力向上に向けて ③

中央公園のリニューアル

ゼロカーボンベースボールパークの整備

阪急園田駅の駅前整備

阪急塚口駅の駅前整備

武庫健康ふれあい体育館の整備

新図書館等の整備

大庄西中学校跡地の整備

休日夜間急病診療所の再整備

児童相談所の新設

市立尼崎高等学校第２グラウンドの改修

農業公園の再整備
(仮称)武庫川周辺阪急新駅

の設置検討

尼崎市公設地方卸売市場の再整備
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地域における新たな「つながり」づくり

▶プラットフォーム 「おだらぶ土曜雑談会」
・小田地区で活動している人、活動をはじめたい人、
小田が好きな人が集まり、みんなでお困りごとやチャレンジ
したいことなどをお話しする場。 人や活動がつながり、
輪が広がる、一緒にわくわくする仲間がここにいます♪
（月1回開催・・・・・原則、毎月第1土曜日午後に開催）

～小田のスター発掘！あなたがスター★
小田から始まる、オーダーメイドのまちづくり～

▶曜日、時間帯を拡大 「おだらぶ水曜日どうでしょう」
・令和6年7月からは、奇数月第3水曜日夜間にも開催
（あまがさきキューズモール3階レンガのひろば）

小田地区のまちづくりの状況 ①

14

▶おだらぶなイベント、おだらぶな仲間、増加中

雑談会の様子 板書でスムーズに会議進行



地域のみなさんと一緒に取り組んでいます

▶にぎわいの創出、おだらぶの醸成
・おだ夏祭り２０２４（がんぐ花火打上げ等、約3,800人来場）
小田会を中心とした実行委員会で、8/1にベイコム野球場で実施

・小田まつり(11月)

・おいでよ！おだシリーズ
（たなばた7月、ハロウィン10月、春らんまん3月)

▶地域の課題に向けて（外国人とともに）
・地域でも増えてきている外国人と積極的につながる
「おむかいさんプロジェクト」（防災意識を高めたい）等を
中心とした展開

・スポーツ・観光・日本文化などを切り口に、楽しみながらの
関係づくり、裾野を拡大していっている

・尼崎小田高校や関西国際大学とも連携しながら取組中

小田地区のまちづくりの状況 ②
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地域のみなさんと一緒に取り組んでいます

▶地域の課題解決（中川地下「歩」道）
・地域の安全安心を守るため、自転車通行ルールの
啓発キャンペーンを地域のみなさんや高校生と展開
（6/17～6/21実施、今年度は秋にも実施）

▶小田南公園に係る取組
・経済部局や関係者と連携し、南部活性化（周遊向上）
に向けて取り組んでいく予定（おだがまち魅力アップ）
※大物公園、大物川緑地を含む

（例）◆地域課としても、これまで「つながれていない」人や
団体とつながる（出会う）好機と捉え、取組展開
※うわさプロジェクト、イメージ動画によるＰＲなど

◆イベントをきっかけに地域の課題や魅力向上に対応
※ペットマルシェイベント→ペット防災
※ものづくりマルシェイベント→子育て世代の活躍
※杭瀬市場などとの周遊性向上(観光視点)

小田地区のまちづくりの状況 ③

イベントイメージ
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みんなの

尼活
皆議

あまがさきの未来に向けた
まちづくりについて語り合いましょう


